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高
齢
者
の
居
住
支
援

改
正
内
容
の
説
明
会

厚
労
省 

全
国
７
市
で
開
催

　

厚
生
労
働
省
と
国
土
交
通

省
は
、
高
齢
者
や
生
活
困
窮

者
な
ど
へ
の
居
住
支
援
な
ど

を
強
化
す
る
改
正
法
に
つ
い

て
、
来
月
11
日
か
ら
全
国
７

カ
所
で
説
明
会
を
開
催
す
る
。

　

今
年
の
通
常
国
会
で
成
立

し
た
「
改
正
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
」
や
、「
改
正
住
宅

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
」
の

制
度
改
正
内
容
を
解
説
。
意

厚
労
省 

国
際
保
健
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

外
国
人
介
護
人
材
獲
得
で

「
戦
略
的
な
対
応
」検
討
へ

く
の
住
宅
が
倒
壊
し
た
様
子

は
、「
今
も
変
わ
ら
な
い
」

と
報
告
し
た
。

　

能
登
で
は
医
療
機
関
の
閉

院
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
廃

止
な
ど
、
多
く
の
医
療
・
介

護
資
源
や
、
支
援
者
の
激
減

が
課
題
だ
。
現
役
世
代
が
急

減
す
る
２
０
４
０
年
に
向
け

て
同
様
の
事
態
が
全
国
で
起

こ
る
と
し
て
、
行
政
に
よ
る

環
境
整
備
の
必
要
性
を
訴
え

た
。

　

輪
島
市
に
あ
る
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
リ
ベ
ル
タ
能

登
の
中
村
悦
子
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は
、「
地
域
生
活
支

援
ウ
ミ
ュ
ー
ド
ソ
ラ
」
を
福

祉
避
難
所
と
し
て
、
一
般
避

難
所
で
は
受
入
れ
が
困
難
な

住
民
の
食
事
・
排
泄
・
運
動

を
支
援
。
一
方
で
、
食
品
な

ど
の
物
資
が
お
に
ぎ
り
や

ラ
ー
メ
ン
に
偏
っ
て
い
た

り
、
水
の
支
給
も
滞
り
が
ち

だ
っ
た
。「
支
援
に
頼
る
だ

け
で
は
な
く
、
自
助
・
共

助
で
支
え
る
地
域
力
を

育
む
必
要
が
あ
る
」
と
述

べ
た
。

　

実
践
報
告
を
踏
ま
え

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ヘ
ル

ス
研
究
機
構
の
山
岸
暁
美

理
事
長
は
「
発
災
か
ら
数

カ
月
経
過
後
の
、
災
害
関

連
死
が
増
加
す
る
フ
ェ
ー

ズ
で
圧
倒
的
に
公
的
支
援
が

少
な
い
」
と
指
摘
。
こ
の
改

善
の
た
め
山
岸
氏
を
代
表
と

す
る
Ｄ
Ｃ
‐
Ｃ
Ａ
Ｔ
と
い
う

約
６
０
０
人
の
現
役
の
看
護
・

ケ
ア
職
の
団
体
を
立
ち
上
げ
、

災
害
の
フ
ェ
ー
ズ
や
ニ
ー
ズ

の
変
化
に
応
じ
て
、
被
災
地

に
看
護
・
ケ
ア
職
を
派
遣
し

長
期
的
・
継
続
的
な
支
援
を

実
施
し
て
い
る
。

　

山
岸
氏
は
、
災
害
救
助
法

に
「
福
祉
」
の
規
定
を
入
れ

る
改
正
を
行
う
こ
と
、
被
災

市
町
村
の
負
担
を
軽
減
す
る

仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
を

提
言
。
ま
た
、「
町
の
中
の
施

設
職
員
は
町
外
に
行
く
の
で

は
な
く
、
町
に
と
ど
ま
っ
て

福
祉
避
難
所
や
介
護
施
設
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
、「
地
域
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
の

策
定
が
重
要
と
強
調
し
た
。

　

日
本
在
宅
ケ
ア
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
（
新
田
國
夫
理
事
長
）

は
７
月
28
日
、「
日
本
在
宅

ケ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
４
」

を
都
内
で
開
催
し
た
。
日
本

介
護
支
援
専
門
員
協
会
や
日

本
在
宅
ケ
ア
学
会
な
ど
22
団

体
が
加
盟
。
３
回
目
の
今
年

は
「
こ
こ
で
暮
ら
し
つ
づ
け

た
い
」
と
題
し
、
今
年
１
月

に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

や
、
13
年
前
の
東
日
本
大
震

災
で
、
避
難
所
や
在
宅
の
被

災
者
を
支
援
し
た
医
師
や
看

護
師
が
そ
の
実
態
を
報
告
、

今
後
の
復
旧
・
復
興
支
援
の

あ
り
方
を
議
論
し
た
。

　

能
登
半
島
地
震
で
被
災
し

た
能
登
町
の
小
木
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
瀬
島
照
弘
院
長
は
、
停

電
・
断
水
が
続
く
中
、
避
難

所
や
自
宅
生
活
者
へ
の
診
療

を
行
っ
た
。
津
波
に
よ
り
多

　

厚
生
労
働
省
は
26
日
、
国

際
保
健
の
課
題
解
決
に
向
け

た
取
組
方
針
や
具
体
策
を
示

す
「
国
際
保
健
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
取
り
ま
と
め
た
。
介
護
分

野
で
は
、
外
国
人
介
護
人
材

確
保
に
向
け
、
現
地
へ
の
働

き
か
け
を
強
化
。
包
括
的
・

戦
略
的
な
対
応
を
検
討
す
る
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
は
、
厚
労
省
が

取
り
組
む
国
際
保
健
分
野
の

基
本
方
針
や
具
体
策
を
示
す

も
の
。

　

具
体
的
取
り
組
み
の
一
つ

に
「
外
国
人
介
護
労
働
者
政

策
・
介
護
事
業
者
国
際
展
開

支
援
」
を
挙
げ
た
。
国
際
標

準
化
機
構
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
で
介

護
の
国
際
規
格
策
定
の
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

契
機
に
、
高
齢
者
保
健
分
野

の
国
際
的
な
議
論
に
積
極
的

に
貢
献
す
る
こ
と
で
、
日
本

の
介
護
を
学
び
た
い
外
国
人

介
護
人
材
を
増
や
す
の
が
狙

い
だ
。
国
内
で
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
担
い
手
を
確
保
し
、

日
本
の
介
護
を
学
ん
だ
外
国

人
介
護
人
材
が
母
国
で
日
本

の
介
護
を
紹
介
す
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
政
府
や
自
治
体
、

学
識
者
、
介
護
事
業
者
な
ど

が
参
画
し
、
外
国
人
介
護
人

材
の
獲
得
力
強
化
に
関
す
る

包
括
的
・
戦
略
的
な
対
応
の

方
向
性
を
検
討
す
る
。
特
に

送
り
出
し
ル
ー
ト
が
確
立
し

て
い
な
い
イ
ン
ド
に
つ
い
て

課
題
を
整
理
す
る
な
ど
、
ア

ジ
ア
諸
国
へ
の
募
集
ア
プ

ロ
ー
チ
を
検
討
す
る
。

　

外
国
人
介
護
人
材
確
保
に

向
け
、
海
外
展
開
に
積
極
的

に
取
り
組
む
介
護
事
業
者
を

支
援
す
る
方
針
だ
。

見
交
換
も
行
う
。

　

説
明
会
は
来
月
11
日
に
東

京
都
（
砂
防
会
館
）、
17
日

愛
知
県
（
名
古
屋
国
際
会
議

場
）、
18
日
広
島
県
（
広
島

国
際
会
議
場
）
な
ど
７
都
市

で
順
次
開
催
す
る
。
い
ず
れ

も
午
後
２
時
〜
５
時
30
分
。

都
道
府
県
・
市
区
町
村
の
住

宅
・
福
祉
部
局
職
員
の
ほ
か
、

介
護
・
福
祉
関
係
事
業
者
、

不
動
産
関
係
事
業
者
も
参
加

可
能
。
参
加
費
無
料
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
１
２
０
・
２
２
２
・
１

５
６
で
申
し
込
む
。
申
込
期

限
あ
り
。
問
い
合
わ
せ
は
０

１
２
０
・
２
２
２
・
０
８
１
へ
。

「圧倒的に公的支援が少ない」
日本在宅ケア・サミット

被災時の支援継続、実践と課題を議論

　
「
Ｐ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」。
そ
れ
は
リ
フ
ォ
ー
ム

実
績
年
間
２
万
件
以
上
を
誇
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ

イ
ジ
フ
リ
ー
の
社
員
が
、「
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

の
人
間
力
」「
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
力
」「
プ
レ
ゼ
ン
力
」

を
競
い
合
う
、
年
に
１
度
の
社
内
コ
ン
テ
ス
ト

だ
。
２
０
０
１
年
か
ら
始
ま
り
、
２
０
２
４
年
１

月
23
日
、
第
23
回
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
近
畿
リ
フ
ォ
ー
ム
課
住

環
境
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
清
水
憲
太
さ
ん
の
事
例
を
紹

介
す
る
。
20
歳
代
の
若
さ
で
車
い
す
生
活
と
な
っ

た
男
性
が
暮
ら
す
自
宅
を
、
趣
味
の
料
理
が
で
き

る
よ
う
に
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
社

会
復
帰
へ
の
意
欲
を
芽
生
え
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
事
例
だ
。

　

Ｍ
さ
ん
は
交
通
事
故
に
遭
い
脊
髄
損
傷
で
両
下

肢
の
機
能
を
失
っ
た
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
イ
ジ
フ

リ
ー
は
退
院
直
後
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
手
が
け
、
ト

イ
レ
で
の
排
泄
や
食
事
・
脱
衣
・
入
浴
な
ど
自
宅

内
で
の
生
活
を
車
い
す
を
利
用
す
る
Ｍ
さ
ん
が
自

立
し
て
行
え
る
よ
う
に
し
た
。
そ
れ
か
ら
１
年
経

ち
、
Ｍ
さ
ん
の
両
親
か
ら
清
水
さ
ん
へ
再
度
、
リ

フ
ォ
ー
ム
の
相
談
が
持
ち
掛
け
ら
れ
た
。

　
「
キ
ッ
チ
ン
を
改
修
し
た
い
」と
母
。
聞
け
ば
、

前
回
の
リ
フ
ォ
ー
ム
で
息
子
の
Ｍ
さ
ん
は
身
の
周

り
の
こ
と
は
ほ
ぼ
自
立
で
き
て
い
る
が
、
外
出
は

ほ
と
ん
ど
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
パ

ソ
コ
ン
や
ゲ
ー
ム
を
し
て
過
ご
し
て
い
る
息
子
の

将
来
が
不
安
に
な
り
、
事
故
に
遭
う
前
、
料
理
が

好
き
で
よ
く
キ
ッ
チ
ン
に
立
っ
て
得
意
の
卵
焼
き

を
家
族
に
振
る
舞
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

た
。
も
う
一
度
料
理

す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
自
信

に
な
っ
て
生
活
に
も

幅
が
出
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
た
の
だ

と
い
う
。

　

清
水
さ
ん
は
、
住

環
境
プ
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
単
に
キ
ッ
チ
ン

を
車
い
す
対
応
に
す

る
こ
と
で
は
な
く
、

広 告

『自立から自律へ』
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――趣味の料理で
　　家族に笑顔を！

Ｑ
Ｏ
Ｌ
リ
フ
ォ
ー
ム
よ
り
す
ぐ
り  

６

「
本
人
の
自
立
し

た
人
生
に
つ
な
げ

る
環
境
整
備
」
と

「
ご
家
族
も
楽
し

く
料
理
で
き
る
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
」
の
両
立
を

課
題
と
し
て
設
定

し
、
社
会
復
帰
と

い
う
自
立
支
援
を

長
期
目
標
と
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
を
提
案
し
た
。

　

Ｍ
さ
ん
の
身
体
状
況
と
家
族
の
要
望
を
丁
寧
に

ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
改
修
を
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
。
施
工

前
に
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
動
作
確
認
を
行
い
、
吊
戸
棚

や
天
端
高
さ
な
ど
を
決
め
る
な
ど
、
家
族
全
員
の
こ

だ
わ
り
に
対
応
し
た
だ
け
で
な
く
、
高
性
能
の
空
気

清
浄
機
の
設
置
で
飼
っ
て
い
る
犬
の
臭
い
の
軽
減

な
ど
住
環
境
全
般
へ
の
配
慮
も
提
案
し
、施
工
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
Ｍ
さ
ん
は
調
理
だ
け
で
な
く
、
食

器
洗
い
、
片
付
け
ま
で
自
立
し
て
行
え
る
よ
う
に

な
り
、「
大
満
足
し
て
い
ま
す
」
と
の
声
を
聞
く
こ

と
が
で
き
た
。
Ｍ
さ
ん
が
自
分
で
料
理
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
仕
事
で
帰
り
が
遅
く
な
っ

た
時
も
家
族
の
食
事
の
心
配
を
し
な
く
て
済
む
よ

う
に
な
り
、
母
の
負
担
も
減
っ
た
。
全
員
の
暮
ら

し
の
改
善
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
半
年
後
、
料
理
で
自
信
を
つ
け
た
Ｍ
さ

ん
は
就
労
支
援
事
業
に
相
談
。
長
期
目
標
と
し
た

社
会
復
帰
へ
の
道
へ
踏
み
出
し
た
。

　

清
水
さ
ん
は
こ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
振
り
返
る
。「
若
い
世
代
が
求
職
活
動
を

し
て
い
な
い
最
も
多
い
理
由
は
病
気
や
ケ
ガ
で

す
。
住
環
境
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
何
が
で
き
る
か

を
考
え
た
時
、
住
環
境
下
に
お
け
る
自
立
の
実
現

を
お
手
伝
い
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。
自
分
で
で
き
る
〝
自
立
〞
と
と
も
に
自
分
で

考
え
て
生
活
で
き
る
〝
自
律
〞
も
大
切
に
し
た
リ

フ
ォ
ー
ム
を
提
案
し
て
い
き
た
い
」

　

小
野
泰
隆
常
務
執
行
役
員
は
「
交
通
事
故
に
よ

る
障
害
の
方
の
た
め
の
改
修
で
、
生
活
ス
テ
ー
ジ

に
合
わ
せ
、
必
要
な
こ
と
を
積
み
重
ね
自
立
か
ら

自
律
へ
と
踏
み
出
す
良
い
事
例
」
と
評
価
し
た
。

➡

改修後 改修前

清水さん


